
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度 熊本市立田迎小学校学校だより          令和７年９月５日 第５号 

田迎の風 

文責：校長 堀川 誠治 

裏面もご覧ください。 

今、子どもたちに必要な力は？ 
４１日間の長い夏休みが終わりました。久しぶりに子どもたちの笑顔や歓声を見たり聞いたりし、２学

期が始まったことを実感しました。８月２９日の始業式で、次のような話を子どもたちに話しました。 

「やさしさいっぱい 夢がいっぱい あいがあふれる田迎小学校」を「みんな」で作るためには、 

「たっちゃんパワー（田迎小学校の子どもたちの力）」をみんなで大きくすることが大切です。 

この「たっちゃんパワー」には、５つの力があります。 

１.あきらめずにがんばる力（忍耐力） 

例えば、勉強が難しくても、あきらめずに考え続けたり、掃除や運動会 

の練習がきつくても、頑張り続けたりする力が「忍耐力」です。 

２.やってみようとする力（挑戦力） 

例えば、逆上がりに何回も挑戦したり、はじめての発表に思い切って 

手を挙げて発表したりすることが「挑戦力」です。 

３.自分のこととする力（主人公力） 

例えば、授業や委員会活動等、学校の様々な活動を先生まかせにせずに、「授業を進めるのは、先生で

はなくて自分たちだ！委員会活動や係活動を盛り上げるのは自分たちだ！」と、他人事ではなく、自分事

とする力が「主人公力」です。 

４.目と耳と心で話を聞く力（傾聴力） 

例えば、「うん、そうなんだね」とうなずきながら友達の話を最後まで聞いたり、話している人の気持

ちを大切にしながら聞いたりすることが「傾聴力」です。 

５.友達の気持ちをわかろうとする力（共感的受容力） 

例えば、友だちが頑張ったけど失敗して悲しんでいるときに、「そうだったんだね。がんばったんだ

ね。」と友達の気持ちを受け止めて、分かろうとする力が「共感的受容力」です。 

毎日の勉強だけでなく、運動会や見学旅行、などのいろいろな学校行事を通して、５つの力を身に付け

て、「たっちゃんパワー」を大きくしましょう！ 

 夏休みの間、「今の田迎小学校の子どもたちに必要な力は何か？」について、全職員で何度も話し合

って考えた力が、この「５つの力」です。これらの力は、「非認知能力」といわれ、学力テスト等では数

値化されない、「子どもたちの将来や人生を豊かにする力」です。 

学力テスト等で測ることができる「認知能力」と同じように、この５つの力も、子どもたちに身に付け

てほしい力です。これらの力を、田迎小学校では、田迎小学校のマスコットキャラクターにちなんで 

「たっちゃんパワー」と名付けました。 

２学期は、運動会や見学旅行、集団宿泊教室（５年生）、修学旅行（６年生）等、多くの学校行事が行

われます。その中で、子どもたち一人一人に自分が身に付けたい力を意識させ、友達と協力しながら「た

っちゃんパワー」を高めてほしいと思います。 

 



「ＴＰＯをわきまえる」 
「ＴＰＯ」という言葉があります。私も何気なく使う言葉ですが、何の略語なのかを深く考えずに使って

いました。改めて調べてみると、「ＴＰＯ」とは、Time（時間）、Place（場所）、Occasion（場面）の

頭文字を取った略語で、時と場所、状況に応じて適切な服装や言動を使い分けることを意味するそうです。

ちなみに和製英語で、海外では通じないとのこと。 

もともとファッション業界で「時と場所、場合に合わせて服装を選びましょう」という意味で使われ始め

たそうですが、現在では言葉遣いやマナー等、私たちの行動全般で使われています。「いつ」「どこで」

「どのような場面か」を理解し、それにふさわしい服装や言葉遣い、態度で振る舞うことが信頼関係につな

がることもあるので、社会人にとっては重要な概念とされています。 

ところで、「TPOをわきまえる」のは、社会人だけでよいのでしょうか？夏休み明けのせいか、子ども

たちの様子を見ていると、「ＴＰＯをわきまえる」のは、おとなだけでなく、子どもたちにも大切な概念だ

なと感じることがあります。 

私たちの周りには、いろいろな場所にスイッチがあります。そして、スイッチには「オン」と「オフ」が

あります。例えば、蛍光灯のスイッチを「オン」にすると明かりがつきます。逆に「オフ」にすると明かり

は消えます。これは学校生活でも同じです。 

授業中は、先生や友達の話をしっかりと聞いたり、発表したりして、勉強に集中する。休み時間は、友達

と楽しく遊んだり、好きなことをしたりして、ゆっくりと過ごす。 

このように、「勉強するときは一生懸命勉強する」、「遊ぶときは思いっきり遊ぶ」というように自分の

心の中でスイッチを切り替えることを学校ではよく「けじめをつける」と言いますが、改めて考えると、

「ＴＰＯをわきまえる」ことと同じような意味ですね。 

２学期が始まって１週間がたちました。最初が肝心です。ご家庭でも、学校での様子をぜひ聞かれて話題

にされてください。 

学校では、「たっちゃんパワー（５つの力）」が身につくように、 

授業や教育活動を行います。しかし、これらの力は、学校だけで身に 

つくものではありません。子育ては、学校だけでなく、家庭と地域が 

一緒になってみんなで取り組むものだと思います。 

ご家庭でも普段の生活を通して、これらの力が身につくように、 

言葉かけをしていただければありがたいです。 

 

学校からのお知らせとお願い 

○８月より、学校の電話に録音機能が追加されました。そのため、１０秒ほどメッセージが流れた後に

学校に接続されます。留守番電話ではありませんので、予めご了承ください。 

○２学期から「子どもの平日休み」の制度が始まっています。この制度は、子どもや家庭の状況に応じ

て、平日に休みがとれる制度です。制度を利用される際は、担任まですぐーる等でご連絡ください。ち

なみに上限が３日となっていますので、それ以降は通常の「休み」となりますのでご注意ください。 

ＰＴＡ親子清掃作業ありがとうございました 

８月２４日（日）午前７時より、ＰＴＡ親子清掃作業が行われました。また、「おやじの会」の皆様に

は、後日、溝の清掃もしていただきました。おかげさまで子どもたちは気持ちよく学校生活を送ること

ができています。大変ありがとうございました。職員一同、心よりお礼を申し上げます。 

表面もご覧ください。 


